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（地区別50音順に記載しております。敬称略）

株式会社伊藤商店⑮
岩部　雅人③
川口　新平⑨
榊原　邦彦③
合資会社松華堂菓子舗⑮
株式会社誠電社⑩
株式会社総本家田中屋⑮
ツカサ工業株式会社⑮
中埜酒造株式会社⑮
中埜総合印刷株式会社⑮
中埜　喜夫②
中利株式会社⑮
株式会社チェリー半田販売⑮
半田港運株式会社⑮
半田重工業株式会社③
半田冷蔵株式会社⑮
株式会社日比七⑮
株式会社不二工具⑮
株式会社元組⑮
森下　大樹③
株式会社森島商店⑮
山内　和之⑧
山﨑　正夫⑦
                    以上半田地区

株式会社オオサカヤ⑩
大橋　利康⑥
小澤　義文④
上中　富雄⑧
榊原　総一郎②
間瀬　浩正①
合資会社さくら堂⑮
株式会社白子屋⑮
武豊屋株式会社⑮
都築　延男③
株式会社デザインセンターオワリヤ⑧
蜷川　裕規②
村瀬　実誉④
森田木工株式会社⑩
八洲建設株式会社⑮

　　　　以上成岩地区
永田　明世⑥

以上常滑地区
泉万醸造株式会社⑬
小栗　康義②
株式会社武豊鉄工所⑬
森田　庄次⑨
山本　直樹③

　　　　以上武豊地区
相川　政範④
森田　剛司①

　　　　以上美浜地区

安藤　浩詩④
医療法人一草会⑮
關　長吉⑥

以上乙川地区
今津　昭⑦
成田　一郎③
間瀬　芳郎②

以上亀崎地区
丸佐織物株式会社⑮
山内　美幸⑤

以上阿久比地区

大嶋　久邦⑤
株式会社共和モータース⑩
株式会社三恵シーアンドシー⑮
近藤　英男④
鈴木　達仁⑤
株式会社花井組⑮
伴　浩④
三苫　雅彦②

以上大府地区
岡本　由記夫⑥
新美　廣興⑧

以上東浦地区

株式会社磯部組⑩
太田アルミ販売株式会社⑩
大村　剛弘②
小笠原　功③
加藤　昭④
河野電子株式会社⑮
株式会社仙台屋⑮
有限会社知多重機⑮
山田　護②

以上東海地区
伊藤　裕至①
酒井　清③
新海　容三⑤
竹新製菓株式会社⑮
合資会社永井金物店⑮
株式会社村瀬組⑮

　　　　以上知多地区

伊東　良夫⑨
株式会社キクテック⑮
高広工業株式会社⑮
長谷　有希②
名城食品株式会社⑥

　　　以上名古屋地区

職 業 別

年 代 別

業 種 別

法人・法人代表者 96%、  個人事業主 4%

70代以上 54%、  60代 22%、  50代 14%、  40代 10%

製造業 40%、  建設業 27%、  サービス業 25%、  小売業 7%、  不動産業 1%

注 ： 丸数字は総代の就任回数。

注 ： 業種別の構成比は法人・法人代表者及び個人事業主に限っております。

第一区域
半田・成岩・常滑・武豊・美浜

（46人）

第二区域
乙川・亀崎・阿久比

（8人）

第四区域
東海・知多
（15人）

第三区域
大府・東浦
（10人）

第五区域
名古屋
（5人）

　当金庫では、理事長を委員長とする「リスク管理統括委員会」を設置し、各種リスクを一元的に把握し、統合的なリスク
管理を行うことで、金庫の健全性の確保と収益性の向上を図っております。
　また、当金庫の資産・負債を総合的に管理するため「ＡＬＭ委員会」を設置し、資金調達・運用の最適化および安定的な
収益力の維持・向上に努めております。

リスク管理態勢についての考え方

オペレーショナル・リスク

信用リスク 市場関連リスク 流動性リスク 事務リスク システムリスク その他のリスク

リスク管理統括委員会ALM委員会

監事会理事会監査法人

システム部会
事務リスク改善委員会

総代会

オペレーショナル・リスク

信用リスク

流動性リスク

市場関連リスク

事務リスク

システムリスク

その他のリスク

信用リスクとは、お取引先の財務状況の悪化等により、貸出金が回収不能となり、損失を被るリスクの
ことです。当金庫では、貸出資産の健全性を維持するため、業務推進部門と貸出審査部門を分離し、
厳格な審査態勢を取っています。また、内・外部研修やトレーニー制度を導入するなどして、貸出審査
能力の向上に努めています。

流動性リスクとは、予期せぬ資金の流失などにより、必要な資金が確保できなくなったり、著しく不利
な条件での取引を余儀なくされるリスクのことです。当金庫では、資金繰りの状況を適切に把握し、
余裕のある資金繰り態勢を整備しています。

市場関連リスクとは、金利や有価証券、為替などの価格が変動することにより、保有する資産の価値が
減少し、損失を被るリスクのことです。当金庫では、「市場リスク管理規程」を制定のうえ、経営体力や
管理能力等に見合ったリスク管理により適切な収益を確保することに努めています。

オペレーショナル・リスクとは、金融機関の内部管理態勢の不備や災害等の外部要因から生じる損失に
係るリスクのことです。当金庫では、事務リスクとシステムリスクについては特に重要と認識し、それ
ぞれのリスクを管理する委員会・部会を設置しています。

事務リスクとは、事務上のミスや不正行為により損失を被るリスクのことです。当金庫では、担当者に
よる事務指導のほか、定期的に「事務リスク改善委員会」を開催し、事務処理能力の向上や事務ミス
発生の未然防止に努めています。

システムリスクとは、コンピュータシステムの障害・誤作動や不正使用などにより損失を被るリスクの
ことです。当金庫では、システム障害時の対応規程を制定のうえ定期的に訓練を実施しています。
また、「システム部会」を開催し、システムリスクについて協議・検討しています。

法務リスク・人的リスク・風評リスクなどがあります。当金庫では、それぞれ担当部署を定め、適切な
対応に努めています。

リスク管理態勢

総代会制度について

総代の状況　（2025年7月1日現在の総代数は84人です。）

総代の属性等別構成比

14


